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「長期輸送需要の予測」

－運輸政策審議会総合部会長期輸送需要予測小委員会報告－

（要旨）

Ⅰ 基本的な考え方

１．２１世紀初頭における経済社会情勢の変化を展望しつつ、２０１０年時

点での具体的な経済社会フレーム等を前提条件にして、輸送需要予測を実

施。

２．輸送需要は、経済成長率等について複数の代替案を設定し、幅を持たせ

て予測。

経済成長率は、１．８％と２．２％、為替レートは９０円／＄と１２０

円／＄を設定。

Ⅱ 輸送需要予測の結果

１．国内旅客輸送量

２０１０年度における国内旅客輸送量は、人キロベースで１２，８６９

～１３，１００億人キロとなり、１９９５年度の実績と比較すると、１．

０９～１．１１倍（年平均伸び率０．６～０．７％）と予測。

輸送機関別では、航空が１９９５年度の実績と比較すると、１．５５～

１．５９倍（年平均伸び率２．９～３．１％）と特に伸びが大きい。

２．国内貨物輸送量

２０１０年度のおける国内貨物輸送量は、トンキロベースで５，５８４

～５，８４９億トンキロとなり、１９９５年度の実績と比較すると、１．

００倍～１．０５倍（年平均伸び率０．０～０．３％）と予測。

輸送機関別では航空と海運のうちＲＯＲＯ船が、それぞれ１９９５年度

の実績と比較すると、１．５１～１．５９（年平均伸び率２．８～３．１

％）、１．４１～１．４７倍（年平均伸び率２．３～２．６％）と特に伸

びが大きい。

３．国際旅客輸送量

（１）国際航空旅客輸送量
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２０１０年度における国際航空旅客輸送量は、６，９４４～７，８１

８万人となり、１９９５年の実績と比較すると、１．５９～１．７９倍

（年平均伸び率３．２～４．０％）と予測。

（２）国際海運旅客輸送量

２０１０年度における国際海運旅客輸送量は、３８２～４１０千人と

なり、１９９５年度の実績と比較すると、１．５８～１．６９倍（年平

均伸び率２．７～３．１％）と予測。

４．国際貨物輸送量

（１）国際航空貨物輸送量

２０１０年度における国際航空貨物輸送量は、３，４６３～４，００

９千トンとなり、１９９５年の実績と比較すると、１．６３～１．８９

倍（年平均伸び率３．３～４．３％）と予測。

（２）国際海運貨物輸送量

２０１０年度における国際海運貨物輸送量は、１，２１８～１，２３

７百万フレートトンとなり、１９９５年の実績と比較すると、１．１４

～１．１５倍（年平均伸び率０．９～１．０％）と予測。

そのうちコンテナ貨物量は、１９９５年の実績と比較すると、１．７

９～１．８４倍（年平均伸び率４．０～４．１％）と特に伸びが大きい。


